
1.はじめに
薬師沢石張水路工は上水内郡小川村稲丘字割地（稲丘東区）に位置する

明治時代から昭和時代初期に築かれた砂防施設であり、現在に至るまで

砂防惣代と呼ばれる代表者を中心として守り続けられている。

その歴史から平成21年に登録有形文化財に登録されているが令和4年8月6日

の豪雨により施設の一部が被災しため、砂防惣代や地元を含めて文化財と

しての復旧方法を検討した。

「春の小川」

2.薬師沢石張水路の歴史
薬師沢石張水路工は直径30cm～1mの石を人の手により積み上げた石えん堤

群であり、明治19年に58基が造られ、その後被災等により修繕を繰り返し

28基が現存し砂防施設として機能している。

現在に至るまでその機能が損なわれることなく引き継がれている背景には、

「砂防惣代」と「砂防文化の継承」が関係している。

「現在の27号石張水路工」

3.砂防惣代
明治18年(1885年)近隣市町村で砂防工事が行われることを知った住民は

現地を視察し、同様の工事であれば地元の地すべりを止められると考え、

砂防惣代と呼ばれる代表者5名を選び3回の陳情と2回の実施検査を実施した。

この際、約1,000万円を地元から寄付金として集め、また無償で工事に携わ

る人夫1,000人分を申し出ている。このような砂防惣代をはじめとした地元

の熱意により明治19年に工事が実施された。

最初の陳情から現在に至るまでの活動記録が代々の砂防惣代により

薬師沢砂防文書として綴られている。

「砂防文書」

4.砂防文化の継承
砂防惣代は現在に至る120年余引き継がれている。発足当時は工事の請願、

割地の調整、工事協力、費用負担の調整、施設の維持管理が主な仕事で

あったが、現在では石張水路工の施設点検を含めた草刈りと工事に関わる

調整が主となっている。薬師沢石張水路工が現在も機能を有し現存してい

るのは、砂防惣代を筆頭とした地元の主体的な維持管理がもたらした結果

である。

「地元ボランティアとの草刈り」

5.被災及び復旧に向けた取り組み
令和4年8月6日、薬師沢石張水路工では最大時間雨量69mm、同日18時から翌7日1時までの約7時間で連続雨量129mm、非常に激しい降雨を観測した。

令和4年8月8日、砂防惣代と共に被災状況を確認したところ、15号・16号石張水路工、いずれも護岸高を越える被災水位により、右岸側護岸工の背面

に流水が侵入し被災していた。また16号については右岸側護岸工被災後、底張工の基礎部に流水が侵入しスロープ部が被災していた。

通常の災害復旧であれば砂防事務所のみで復旧方法を検討するが、薬師沢石張水路工は登録有形文化財、さらには地元で大切に管理されてきた経緯が

あり、地元の意見も聞いた上で復旧方法を検討するため「薬師沢石張水路工災害復旧会議」を実施した。砂防惣代、村役場、村教育委員会、県砂防ボ

ランティア協会、応急工事施工会社、石工職人、設計コンサルタント、砂防事務所をメンバーとし、

「建設当時と同様に、地元の材料を使用し地元の手で」を基本の考えに検討を行った。

結果として「建設当時と同様に地元産の石材の使用」と「同じ工法で石を積む」事で明治時代から機能及び保全されてきた薬師沢石張水路工を

「文化財として復旧」することを決定した。

この際に同じ工法で石を組める石工職人が地元周辺で見つかったことは文化財として復旧する上で重要なポイントであった。

「15号石張水路工の被災状況」 「16号石張水路工の被災状況」 「薬師沢石張水路工災害復旧会議」

6.復旧方法
具体的な復旧方法は次のとおりである。

①被災前の施設状況を再現することを基本とし構造形式は「空石張水路工」

②左右の護岸高は被災前と同じ護岸高とする。

③縦断勾配は被災前の調査資料を参考に設定する。

④D.H.W.L（被災水位）～計画護岸高の施設計画は「練石積工」+「覆土」

⑤裏込工はセメントを混合させた粘性土を使用する。

⑥縦断変化点には、原形を参考に巨石を配置する。

⑦縦断変化点では補助を目的としてアンカーを併用する。

登録有形文化財（薬師沢石張水路工）の災害復旧について

「昭和10年(1935年)」
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協議先 内　　　　　　　　　　　　　容

令和4年（2022年）8月8日

小川村
小川村教育委員会より「惣代長より薬師沢石張水路16号堰堤ほか複数個所　被災在
り」との連絡あり

県教育委員会
文化庁へのやりとりは砂防事務所が県教育委員会を通して行う、またその内容は小
川村へも共有する

令和4年（2022年）8月9日

砂防惣代 惣代長及び惣代と現地で被災状況の確認

令和4年（2022年）8月22日

災害応急工事着手

令和4年（2022年）8月22日

災害応急工事完了

令和4年（2022年）8月25日

県教育委員会 文化庁へのき損届出の状況確認

令和4年（2022年）8月30日

県教育委員会
文化庁

登録有形文化財のき損の届出

令和4年（2022年）9月20日

地元協議

令和4年（2022年）10月11日

県教育委員会
県教育委員会へ資料提出(9月15日に河川課災害係へ提出したものと同じ）、今後文
化庁と協議するとの事

令和4年（2022年）10月17日

県教育委員会 地元協議協議結果を踏まえて修正した資料を提出

令和4年薬師沢石張水路工災害復旧 時系列



協議先 内　　　　　　　　　　　　　容

令和4年薬師沢石張水路工災害復旧 時系列

令和4年（2022年）10月26日

県教育委員会
文化庁

事前協議資料の確認が終わり、文化財保護法第64条第１項により現状変更（工事開
始）しようとする30日前までに現状変更届を提出すれば復旧工事を開始できる状態と
なった。

令和4年（2022年）11月16日

河川課災害係 災害査定

令和5年（2023年）1月24日

県教育委員会
文化庁

現状変更届を提出

令和5年（2023年）2月2７日

災害復旧工事着手

令和6年（2024年）1月22日

災害復旧工事しゅん工

令和6年（2024年）2月9日

県教育委員会
文化庁

完了届を提出
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河川名

箇所名

【写真 1 】 被災後の全景　己り地沢と薬師沢の合流部 撮影日 R4.8.9

【写真 2 】 復旧後の全景　己り地沢と薬師沢の合流部 撮影日 R6.1.31

(砂）己り地沢 市町村名 上水内郡小川村大字稲丘

１６号石張水路工

己り地沢 薬師沢
薬師沢己り地沢

16号石張水路

己り地沢

16号石張水路

薬師沢

わ



R4.8.9【写真 3 】 被災後の全景　16号石張水路工 撮影日

【写真 4 】 復旧後の全景　16号石張水路工 撮影日 R6.1.31

箇所名 １６号石張水路工

河川名 (砂）己り地沢 市町村名 上水内郡小川村大字稲丘



河川名

箇所名

【写真 5 】 被災後の全景　16号石張水路工 撮影日 R6.1.31

【写真 6 】 復旧後の全景　16号石張水路工 撮影日 R6.1.31

(砂）己り地沢 市町村名 上水内郡小川村大字稲丘

１６号石張水路工



河川名

R6.1.31

【写真 7 】 被災前の全景　15号石張水路工 撮影日 R2.4.20

【写真 8 】 復旧後の全景　15号石張水路工 撮影日

箇所名

(砂）己り地沢 市町村名 上水内郡小川村大字稲丘

１５号石張水路工

登録有形文化財の範囲



R6.1.31

河川名

箇所名

【写真 9 】 復旧後の全景の16号石張水路工の上流 撮影日 R6.1.31

【写真 10 】

１５号石張水路工

(砂）己り地沢 市町村名 上水内郡小川村大字稲丘

復旧後の全景の16号石張水路工の上流 撮影日


